
フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学　長
ｴｸﾞﾁ　ﾌﾐｵ
江口　文陽

＜令和3年4月＞
博士（林学）

東京農業大学 学長
（令和3年4月～令和7年3月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.4 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物機能科学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物機能科学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物機能科学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物機能科学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1
インターンシップ 2前 2.0 1
英語論文作成法 1後 2.0 1
微生物共生作用学後期特論 1前 2.0 1
特別研究指導Ⅰ 1通 4.0 1
特別研究指導Ⅱ 2通 4.0 1
特別研究指導Ⅲ 3通 4.0 1

11 兼担 教授

ｵｶﾞﾜ　ﾋﾃﾞﾋｺ
小川　英彦

＜令和5年4月＞

博士
（農学）

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

教授
（平13.4）

―

12 兼担 教授

ﾔｼﾞﾏ　ｱﾗﾀ
矢島　新

＜令和5年4月＞

博士
（理学）

知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京農業大学大学院
農学研究科

教授
（平12.4）

―

13 兼任 講師

ｲﾅﾓﾄ　ｽｽﾑ
稲本　進

＜令和5年4月＞
農学博士 知的財産管理法・研究倫理特論※ 1前 0.2 1

東京工業大学
生命理工学院
特別研究員
（平30.5）

―

職位

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

現　職
（就任年月）

専任等
区分

保有
学位等

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

配当
年次

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

教授
（平12.4）

ｳﾁﾉ　ﾏｻﾀｶ
内野　昌孝

＜令和5年4月＞
教授

ｶﾜｻｷ　ｼﾝｼﾞ
川崎　信治

＜令和5年4月＞
教授専3

５日

東京農業大学
生命科学部

教授
（平29.4）

博士
（農学）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その２の１）

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

年齢
月額

基本給
（千円）

（生命科学研究科　分子微生物学専攻　博士後期課程）

教 員 の 氏 名 等

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

調書
番号

担当授業科目の名称

専1

５日

東京農業大学
生命科学部

教授
（平22.10）

博士
（農学）

ｶｻﾊﾗ　ｺｳｼﾞ
笠原　浩司

＜令和5年4月＞
教授専2

博士
（農芸化

学）

ｻｲﾄｳ　ﾋﾛﾏｻ
齋藤　宏昌

＜令和5年4月＞
教授専4

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

教授
（平13.4）

博士
（農学）

５日

東京農業大学
生命科学部

准教授
（平29.4）

博士
（ﾊﾞｲｵｻｲ
ｴﾝｽ）

ｻﾄｳ　ﾀｸﾐ
佐藤　拓海

＜令和5年4月＞

ﾀﾅｶ　ﾅｵﾄ
田中　尚人

＜令和5年4月＞
教授専5

准教授専6

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

教授
（平19.4）

博士
（農芸化

学）

ｼﾜ　ﾕｳ
志波　優

＜令和5年4月＞
准教授専7

５日

東京農業大学
生命科学部

准教授
（平26.4）

博士
（生物産
業学）

ｽｽﾞｷ　ﾄﾓﾉﾘ
鈴木　智典

＜令和5年4月＞
准教授専8

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

准教授
（平29.4）

博士
（ﾊﾞｲｵｻｲ
ｴﾝｽ）

ﾎｿﾀﾞ　ｺｳｼﾞ
細田　浩司

＜令和5年4月＞
准教授専9

５日

東京農業大学
生命科学部

准教授
（平29.4）

博士
（生物産
業学）

ﾔﾏﾓﾄ　ｺｳｽｹ
山本　紘輔

＜令和5年4月＞
准教授専10

５日

東京農業大学大学院
農学研究科

准教授
（平29.4）

博士
（ﾊﾞｲｵｻｲ
ｴﾝｽ）



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 5人 人 人 人 5人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5人 人 人 人 人 5人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5人 5人 人 人 人 10人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況
(生命科学研究科　分子微生物学専攻　博士後期課程)

教 授
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